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『ε-δ 論法と数学の基礎』初版第 1刷正誤表

ページ 行 誤 正
iii 5 『イプシロン‐デルタ論法』 『イプシロン‐デルタ』
53 ↑6 Atromonia Astronomia
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96 ↑8 編集 創刊
164 4 n0ε > 1 ど同値 n0ε > 1 と同値
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173 ↑ 7 1736 1735

236 ↑ 4 ディリクレの言葉への傍注追加 実際，現代では ZFC集合論の中でリーマン
予想と同値な 1 階算術の命題があることな
ども知られています．

244 ↑ 3,4 ラッセル・ホワイトヘッド · · · 与えましたが，（削除する）
253 8, 9 高木貞治著『数の概念』（岩波書店）を読んで，（削除する）
269 4 u ∈ z ⇔ z = x ∨ z = y u ∈ z ⇔ u = x ∨ u = y

294 ↑ 12 「上限を持ちません．」に傍注追加 ここは少し微妙なところです．n が超準自
然数全体 ∗N を動くとすると，1 は 1− 1/n

の上限となります．また，超積による構成
では集合 N は意味を持ちますが，実数の 1

階理論の非標準モデルとしての超準解析の
中では表現できません．

298 ↑ 8 クワイン，R. van Orman クワイン，Willard van Orman
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